
※本研究会は参加無料、事前予約不要です。 

 

平成 24 年度香川大学インターナショナルオフィス 

国際研究支援センター研究会シリーズ 第 1 回 
 

日日本本語語学学習習のの促促進進  
――理理系系学学生生のの日日本本語語学学習習観観にに対対すするるシショョーートトスステテイイ・・

ププロロググララムムのの効効果果  
 
 
 
 
 
 
 
 

６月８日（金）14:40 -16:10 

第１会議室（幸町北キャンパス管理棟３Ｆ） 
  

※他のキャンパスはテレビ会議システムで開催予定 
農学部キャンパス DS３０２ 
工学部キャンパス 広報メディアセンター 
医学部キャンパス 旧学長室 
 

 

プログラム 

14:40 開会挨拶         （理事・インターナショナルオフィス長 板野俊文） 

14:45 「日本語学習の促進―理系学生の日本語学習観に対するショートステイ・プログラム 

の効果」（農学部准教授 ピーター・ルーツ、インターナショナルオフィス講師 高水徹、

インターナショナルオフィス講師 塩井実香） 

15:30 コメント 

15:40 質疑応答 

16:10 閉会 

 

インターナショナルオフィス 細田 087-832-1198 （内:1198） メール：hosoda＠cc.kagawa-u.ac.jp 

国際グループ 古島／野田 087-832-1318 （内:1318） メール：soryucet@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 

 香川大学インターナショナルオフィス国際研究支援センターでは、香川大学における国際化推進のた

め、研究会シリーズを開催しています。今回は、近年、本学を含む、日本各地の大学で盛んに取り入

れられるようになった留学生交流支援制度「ショートステイ・プログラム」の効果について取り上

げます。研究会では、本学の農学部で実施された 35 日間のショートステイ・プログラムの例を基

に、外国の理系学生の日本語学習観にプログラム参加がどのように影響したかについての実態調査

報告を聞き、外国語学習におけるショートステイ・プログラムの意義について、参加者の間で話し

合いたいと思います。オープンな研究会ですので、どなたでもお気軽にお越しください。 

日時 

場所 

問い合わせ先 


